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学イ立言命文審査結果の要旨
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論文題目 抵動機を略取する機器の＇~tt磁振動騒音角科汗とその低減手法

審査結果の要

近年，生活環境に対する静粛化の要求が益々高まってきている反面，生活に身近な機械では，低コ

スト化，軽tll ：化， 4型化を自的とした薄肉化や樹脂材料の採用が進められており，騒音が増大する傾
向にある．そこでより給対：到な設計技術の導入による4縮まの低！騒音化が望まれる．
ここでは，送風j幾多冷H~耕三自動車，エレベータなど電動機を搭載する機器から放射されるt伝説騒

音に若目した．電器務室音は， m：動機に本質的に存在する屯磁力の変動により機器が加振され，機器の
振動から音響放射により騒音を放射するものである．変動危磁力には空間次数，時間次数の異なる穂々

のそードが発生し，その留々の大きさは電動機の設計パラメータに依存する．またそのモードにより，

箆体を加振する加振効率が異なり，更に発生した振動モードにより音響放射効率が異なるとし、う線住

な関係にある．

本研究は，それらの関係を解きほぐし，上記の各関係、を定式化すると共に設計パラメータに基づ

き，空間次数，時間次数ごとの電蹴日振力を求め，その結果に基づき振動応答，発生騒音を予測でき

る一連の設計手法を確立したものである．特に空間次数，時間次数ごとのaよ磁加仮力を個JllH こ評価で

きるようにした点がユニークで、あり，これにより，設計段階で低騒音化のためどのような設計パラメ

ータを選ぶべきかを検討できるようになった．本手法は，エレベータ用巻き上げ機，圧入方式分割コ

ア採用の空調機用圧縮機 プロペラファンの電磁振動車諾鰯庁に適用され，実機の料斤と騒音対策手

法の案菌に有効であることが検証された．また本論文では，波及成果として，分割コアの材料特性モ

デノレ化手法，樹脂材料の材料特性，音響放射効率の簡便推定法など実設計に有効な手法も取りまとめ

ている．

以上のように，本研究は設計段階で放射騒音を予測でき，低騒音化のための設計パラメータの適正

化を検討できる，一連の電磁振動騒音角勃庁シミュレーションツーノレを構築し，実機に適用することで，

その有効性を検証した．本成果は実機の設計に極めて有効であり，本論文は博士（工学）の学位に値

すると認められる．
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